
 

堅信受領者総会を終えて 

 

 ２月５日（日）に、堅信受領者総会が開催され、５つ

の議案がすべて承認されました。昨年の議事録をま

とめてくださった方、丁寧に会計の説明をしてくださ

った方、資料作成のために集まってくださった方、当

日意見を述べてくださった方、教会の皆さんで作り上

げた総会だったと思います。すべて、重要な議案であ

りましたが、議案第３号の中で「イエス様の教えを宣

べ伝えよう。温かい交わりのある教会、祈りの共

同体」という２０２３年の宣教目標が承認されたことは、

皆さんにももう一度お伝えしたいと思います。 

総会の２日後の２月７日（火）から１３日（月）まで、

「東アジア聖公会礼拝協議会（ALNEA）」の総会に

出席するために、台湾に滞在していました。日本聖公

会として取り組んでいる祈祷書改正の作業の一環で

す。総会の一部は、台湾聖公会の信徒の方にも公開

され、フィリピン聖公会のトマス・マデラ司祭が講演さ

れました。トマス・マデラ司祭は、聖公会だけではなく、

フィリピンのカトリック教会の神学生に礼拝学を教え

てこられたアジアで指折りの礼拝学者の 1人です。台

湾聖公会は、教会に幼稚園が併設されていることが

多く、幼稚園世代の子どもたちと、どのように礼拝を

共にするのかが、一つの課題となっているとのことで、

「若い世代の人々と礼拝を行うことの困難さと課題」

という題で講演が行われました。その中で、マデラ司

祭はそもそも聖餐式は、「何をモチーフにされている

ものか」ということを問いかけられていました。 

聖餐式はイエス様が人々と食事をされていたこと 

 

 

が原型になっています。そして聖書によれば、イエス

様は様々な人と食事をしていることが分かります。弟

子たちとの食事や結婚式（ヨハ 2:1〜）の場面もあり

ますが、それ以外にも罪人（マコ 2:15）や貧しい人

（マコ 8:1〜）など、当時の社会の中で人々から避け

られていた人々とも交わりの時を持っていたことが分

かります。イエス様の食事は、多くの人が共にいて、

賑やかな雰囲気だったことでしょう。マデラ司祭は、

聖餐式の原点は互いに顔と顔を合わせて会話をする

食事にあったと述べていました。そして、それが教会

の原点だったのです。キリスト教がローマ帝国の国教

になっていくに従って、礼拝は「格式高く」「厳かに」行

われるようになっていきましたが、「イエス様ならどう

すると思いますか？子どもたちに、礼拝堂で静かに

できないなら出ていきなさいと言うとは思えません」

と仰っていたことも印象的でした。今、大切なことは

毎週の礼拝を通して、すべての世代の人たちとの一

体感を取り戻すことであると仰っていました。 

話を堅信受領者総会に戻したいと思います。「イエ

ス様の教えを宣べ伝える」ことは、難しいことのように

感じます。しかし、シンプルに考えれば、「イエス様な

らどうするか？」という問いを持ちながら、私たちが

生活を送っていくことだと思います。先ほども述べま

したが、イエス様は社会的背景や性別に関係なく、

人々と語り合うことを大切にしました。そして、神さま

に祈ることを大切にしました。２０２３年、私たちはみん

なで語り合い、祈り合うことを大切にしたいと思いま

す。そのことを大切にしていく時、復活教会が「神の

国」を実現できる場所になっていくように思います。 
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